
平成24年度

山口県立大学

前鶏公開授業

く 函 講 期 睡 ) 平成 24年 4月 9日 (月 )～7月 23日 (月 )

各回17時 50分から19時 20分まで

山口県立大学本館 A32教室

各国 5∞ 円 (10回以上5,000円 )

プログラムを組み立てております。    .
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回 月  日 テーマ 講  師

1

4/9

(月 )

加齢と共に忍び寄るロコモティプシントローム

一長生きするために

山□大学大学院医学系研究科システム制御医学

教授 田□敏彦

2
4/16

(月 )

救急医学
地方独立行政法人山□県立病院機構理事長

山□県立総合医療センター院長 前川all志

3
4/23

(チヨ)
医療における薬剤師の介入

山田大学医学部附属病院薬剤部長

教授 古サ|1裕之

4'
5/2

(冽K)
医療における倫理 山田県立大学看護栄養学部   教授 田中愛子

5
5/7

(月 )
生活習慣病 (1)循環器病

出□大学大学院医学系研究科器宮病態内科学

講師 大革知子

6
5/14

(月 )

生活習慣病 (2)脳を守る
山□県立総合医療センター副院長・脳神経外科

山下哲男

7
5/21

(fヨ )
婦人疾患 ～HPVと子宮頸がん

山□県立総合医療センター外科系主任部長

上田一之

8
5/28

(チヨ)

日本人に多い癌 ～胃がん
山□大学大学院医学系研究科消化器外科学

准教授 榎 忠彦

9
6/4

(′ヨ)

乳がん 山田県立総合医療センター外科部長  野島真治

10
6/11

(∫ヨ)

臓器移植
山田大学大学院医学系研究科泌尿器科学

准教授 土田昌弘

6/18
(′ヨ)

生活習慣病 (3)糖尿病
山□県立総合医療センター代謝主任部長

丼上 康

12
6/25

(′ヨ)
いのちへの寄り添い ～がんと緩和ケア～ 山□赤十宇病院副院長        末永和之

13
7/2

(月 )

ス トレスとうつ病 財団医療法人水の本会理事長     水本 泰

14
7/9
(「3)

再生医療
山□大学大学院医学系研究科器官病態外科学

教授 濱野公一

15
7/23

(′ヨ)

癒 しの医療 由□県議会議員           藤井律子

ご注意 )第 4回購義に限り、水曜日の目値となります。 お申したみ・Funい 合わせについての詳40は 裏面をご覧ください。



ロ 月  日 テーマ 議義概姜

1
4/9
(月 )

か踏 と共に恙び寄る
ロコモティプシンドローム

ー長生 きするために

歩行能力やバランス能力の低下が転倒リスクや閉 じこもリリスクを先進 させ、

健康寿令を大 きく短縮 させます。ロゴモティプシンドロームの病態とその対策
について逍べます。

2
4/16
(月 )

救恙医学
救忽医薬には社会的煮義 もあり、軽症恙者から

=症
恙者 まで水降するので、輻

広 くかつ高度の医学知裁が姜求されます。各種傷病の病態れ握、童姜盛器の機
能雄持や保護 も学びます。

3
4/23
(月 )

医療における率剤師の介入 新たな医薬品開発による医療への言状 と、医薬品がもたらす有害作用について

学びます。

4
２

＞

／
水

５

＜ 医療における袷ジE
今 を救 うためには、第二者にはな気できない事象を取扱 うことが医療人に静 さ

れています:こ のため轟い倫理がネめられます。一般倫理 と異なる医学倫理の

特殊性を学びます。

5
／
月

５

＜ 生活習慣病 (1)循環器痛
突然えの原因の一つにぶ晟突然えがあります。この背景、病態、治療、子防、

等について機説 します。

6
5ノ/14
(月 )

生活習慣痛 (2)脳 を守る
長年の生活習慣により脳への危険が逍 り、
を出 します。脳 を守る自然のメカニズム、
ついて解説 します。

やがて脳キヤや撼妊症となって症状
病気による破壌、医療が行 う方法に

7
5/21
(月 )

猾人疾患
～HPVと 子官頸がん

子官頸がんの発症 にHPV(ヒ トパ ピローマウ ィルス)力 =関 係 していることが

明 らかになり、 またHPVに 対するワクチ ンが閉発 され ました。子宦頸がんの

治碁戦略について考えます。

8
5ノ/28
(月 )

日本人に多い癌
～胃がん

日本人の 3人に 1人が癌 でえ七 します。癌 の子防、癌の鬼服 など、癌 の基礎井

裁 を子め持つ ことが大切 です。わが国に多い癌 の一つである胃がんについて概

説 します。

9
４

＞

／
月

６

＜ 乳がん
本邦では近年乳がんが恙増 していますが、早期診断・治療により、子後は必ず

しも恙 くありません。近年の診断法、治碁法および乳がん増加の理由について

解説 します。

10
6/11
(月 )

嗅器移植
晟器移植に関する医学的側面と社会的all衝 を解説 します。脳え移植、`む停・L後

移植、生体移植の逹いを述べ、日本における蔵器移植の現状を解説 します。

11
6/18
(月 )

生活習慣病 (3)糖ス病
糖ス病は、食生活の欧米化による現代病です。糖屎病の多くは、生活習慣をコ

ントロールすることで予防できます。糖泉病よりも、糖ふ病で生 じる合併症が

贅今となります。

12
6/25
(月 )

いのらへの寄り添い

～がんと候
～

ケア～

いのちとは何か ?自 分のこのせの存在 とは何か ?生えの世界に直働 した恙者
と、家族の手 しみに寄 り添 うことの大切 さを、ホスビスの現場からお伝 えしま

す。がんについて述べます。

13
２

＞

／
月

７

＜ ス トレスとうつ病
本邦 での 白殺オ は年間 3万人以上 です。 このヤに うつ病、ス トレスを有 した人

がかなり存在 します。ス トレスとは何 か ?う つ病 とはICIか ?脅者の関係 につい

て述べ ます。

14
7//9
(月 )

書生医療

生命はF風 られています。永遠に生 き長らえるここは人の夢です。鮨胞 を再生で

きればこの夢がかないます。暮生医泰の現状を紹介 し、社会にもたらす影響を

検討 します。

15
7/23
(月 )

癒 しの医春
医療 との係 わ りが長 くなるにつれ、機械的 な医療が球 まれ、Sの こもつた医療

を求めます。癒 しの医療 に足 らない もの、配慮すべ きことについて、体験 を踏

まえて述べ ます。

◆◆◇◇◆◆ お申したみ 0問 い合わせ

電話、FAXま たはハガキで、下えにおヤ

◆◆◇◇◆◆

しヽ み くだ さい。

電話・ FAX 083-928-3495

〒753-8502 ・L口市桜畠3丁 目2-1

ユロ桑ユ大学関馬地成共主セ ンター 主曖子習挙′1

ヤ蓬鋒家 千嵐24年 4月 6日 (金)※部分え誌は、に時えけ付けます。




